
                              

 

 

 

 

あっという間に６月の終わりです  ↑↑↑１年生の作品です 

気がつけば６月の下旬となりました。思えば５月６月と、とても時間が早く過ぎ 

たように思います。遅ればせながら、その間のさまざまな学校生活を報告いたします。  

（タイムリーには、三重北小学校のホームページ（HP）を日々、ご確認くださいね）  

今回は、５月に実施した＜三重北地域学習＞についてです。 

☆５年生 地域学習「田植え体験」  ５月７日（木）  第２弾  

 ５月７日（木）、５年生が「田植え体験」をさせていただきました。 

三重北小すぐ西側、地域の方の田んぼです。今回も、山之一色里山

クラブの服部斎治さん、樋口和美さん、服部真介さん、伊藤さとみさ

んに全力のサポートをいただきました。 

 この日は田植え日和。５年生は、代々の三重北っこが体験の場とさせていただいてい

る田んぼに到着後、斎治さんより「田植えの仕方（苗のうえかた）」を丁

寧に教えていただきました。さっそく、裸足になり、田んぼに足を入れ

ます。「うひゃ～変な感じ～」「つめた～い」「前に進めな～い」などと発

しながら田の中の感覚に喜んでいました。（なかなか体験できない幸せ

なことだ！）  

 東西から人力で、ピンとはってもらっている糸に合わせて、大切な苗

を手で植えていきます。三重北っこは横一列になり、ペースと調子を合

わせて（？！）教えていただいた本数（？！）の苗を植えます。「そこ、植

えられてないよ」「ちょっといがんでるぞ！（ゆがむの方言）」と指摘さ

れたり、「腰がいた～い」「ちょっと～ドロかけないで～」と言ったり、この作業ならではの

さまざまを体感しました。実際に自分がやってみないと分からない体験ができました。 

なんで、どうなったらそこまで泥だらけになるの？？という状況も。 

 里山クラブのみなさんのサポートを受けて、なんとか５年生が苗を植えきることができ

ました。それはそれは、機械では表現できない、田植え後の、個性的なデザインの田んぼ

になりました。 

 田植えを終え、その日の給食。いつも当たり前に食べていた「米飯」

を、この日は、今までとは少し違った気持ちで、食していました。米を

作ってくれる人の存在、作る労力、そこに自分も関わった愛着など、体

験したからこそ得られる、想像力を働かせることができました。この日

から「米飯」は、今までとはちがう味になったと思います。感謝。 
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☆２年生 地域学習「地域探検」 ５月２７日（水） 第３弾  

５月２７日（水）２年生が「地域探検」を行いました。本校の CS 委

員長でもあり、遠保神社の宮司さんでもある樋口和美さんに、三重

北小の足元である山之一色町の歴史、旧跡などを案内していただき

ました。当日、樋口さんは、白衣と袴（はかま）姿で２年生のわかたけさんたちを出迎えて

くださいました。思わず「かっこいい～」と声に出すわかたけさんたちでした。  

まずは、三重北小の北側に位置する「藤
と う

堂
ど う

高
たか

潔
き よ

の碑
ひ

」（12 代目、最後の津藩主）の見

学。この地域の人たちが安心して暮らせるように尽力してくれたというお話を聞きました。 

つぎには、遠
と

保
ほ

神
じ ん

社
じ ゃ

。『日本書紀』にも記されているという歴史があるということです。

唐獅子（からじし）の鳥居や当時の人々の名前が刻まれた灯籠（とうろ

う）など、説明がないと気が付かないところまで丁寧に教えていただき

ました。また、話ばかりでは集中力が続きにくいこともあり、神社の太鼓

（たいこ）を順番に叩かせていただき、総じて、歴史

を身近に感じることができました。（よね？！）  

つづきまして、少し歩いて「善
ぜん

導
ど う

寺
じ

」  に。こちらでは、わかたけさ

んたちの訪問を心待ちにされていた住職さんから、地域に伝わる

民話「玄
げん

性
しょう

坂
ざか

は狸
たぬき

道
みち

」を読み聞かせていただきました。そして、 

お寺を訪ねたらやりたいこと、「鐘つき」を二人一組でつかせていただ

きました。１１時ごろの山之一色町では「ご～～ん ご～～～ん♪」の音

が何回も響き渡りました。地域の皆様、お騒がせしました。 

そのあと、ずっと昔、三重北小の近くにあった祠（ほこら）の木材を再

利用して建てられている「消防ポンプ小屋」、農業公園を見学、休憩したのち、最後は 

本校の校歌の歌詞にもある「榎
えの

城
し ろ

（学
が っ

校
こ う

跡
あ と

地
ち

） 」に行きました。榎
えの

城
し ろ

学
がっ

校
こ う

は 1880～

1887 年、山之一色にあった学校ということです。今

は、跡形もない平地になっていますが、そこから東

方にみえる、今の三重北小学校を眺めながら、その

時代（明治時代）に思いをはせたりしました。榎城

学校の時代は、明治維新から十数年たち、日本が近代国家へ本格

的に生まれ変わっていく真っ最中の時期だといいます。どんな学校

で、どんな学びをしていたのだろうと、興味がわきましたが・・・２年生のわかたけさんたち

は、今は草が生え、虫がいたり、蚊がぶ～～～んと飛び、刺されたりしている榎城跡に集

中力がきれてしまい、最後に笑顔で記念撮影をして「地域探検」を終えました。 

「探検」の最中、道で出会った地域の方々が、きさくに声をかけてくださったり、善導

寺の住職さんが、最後まで一緒に合流してくださったりと、地域の温かさにまたまた触

れることができました。かかわっていただいた樋口さんはじめ、みなさん、ありがとうござ

いました。   三重北地域学習第３弾「地域探検」でした 

 


